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ま え が き

斜 里 岳 は 、 そ の美 しい 山容 が 知 ら れ 、登 山 で も

知 ら れ て い る が 、 川 代(1963)、 北 海 道(1980)、

安 座 間 ほ か(1985)、 な ど に よ っ て 、 わ ず か に植

物 相(フ ロー ラ)が 知 ら れ て い る にす ぎ ず 、 そ の

植 生(ヴ ェ ジ テ イ シ ョン)に つ い て は、 ほ と ん ど

記 録 が な い 。

著 者 た ち は、 斜 里 岳 の 森 林 植 生 に興 味 を も っ て

い て 、 こ こ数 年 、 調 査 を継 続 して い る(斎 藤 ・松

田 、1987、1988)。 今 回 、 北 斜 面 の 亜 高 山 帯 に お

い て 、 ダケ カ ンバ の伏 条 更 新 林 分 を見 出 し、 エ ゾ

マ ツ ・広 葉 樹 林 分 を調 査 した の で 、 報 告 す る 。

調 査 地 の 概 要

調 査 地 点 は、 斜 里 岳 の 北 北 西 に あ る 、 玉 石 沢 の

左 岸 の尾 根 上 に位 置 し、 北 側 登 山径 に沿 い(図 一

!)、 森 林 植 生 か らは 亜 高 山帯 に あ た る 。

こ こ の表 層 地 質 は 、杉 本 ほ か(1959)に よ る と、

上 部 か ら下 部 へ 、 現 世 の 本 火 山 噴 出 物 の安 山 岩 質

集 塊 岩(Sh3)、 安 山 岩 質 集 塊 岩 ・普 通 輝 石 紫 蘇

輝 石 安 山 岩(Sh2)、 更 新 世 の 斜 里 岳 基 底 火 山 噴

出 物 の 紫 蘇 輝 石 普 通 輝 石 安 山 岩(Sha)、 現 世 の

斜 里 岳 火 山 岩 屑 堆 積 物 の 安 山 岩 塊 ・火 山 灰 ・砂

(Shd)、 お よ び 山 麓 の 摩 周 軽 石 堆 積 物 の 普 通 輝

石 紫 蘇 輝 石 安 山 岩(M)か ら構 成 され て い る 。

帯 状 区No1は 、Sh3とSh2の 境 界 に 、 そ して 、

帯 状 区No2は 、Sh2とShaの 境 界 に あ た る 。 樹 木

の根 張 り空 間 は 、 両 地 点 と も、 安 山 岩 質 の 岩 石 お

よ び そ の 風 化 物(土 壌)か ら な っ て い る 。

森 林 植 生 は、 筆 者 た ち の観 察 で は 、 上 部 か ら下

部 へ 、高 山帯(ハ イマ ツ そ う林)、亜 高 山 帯 上 部(ダ

ケ カ ンバ伏 生 林)、 同 中 ～ 下 部(エ ゾ マ ツ ・ダ ケ

カンパ林:亜 寒帯針広混交林)、 中山帯(冷 温帯

針広混交林)、 山麓帯(冷 温帯広葉樹林)と 連続

している。

調 査 結 果 お よ び 考 察

現 地 調 査 を 、1991年10月12日 に行 っ た 。

図 一1調 査 地 位 置 図(国 土 地 理 院 ・5万 分 の1

地 形 図 「斜 里 岳 」 か ら)

1、2:熊 見 峠 の ハ イマ ツ そ う林 、3:

ダケ カ ンバ 林 、4:エ ゾマ ツ ・広 葉 樹 林
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ダ ケ カ ンバ 伏 条 更 新 林 分

亜 高 山 帯 上 部 で は、 ダケ カ ンバ さ え伏 生 した 幹

と低 い 風 衝 樹 冠 を呈 して い た 。

帯 状 区Nolを 、 幅 約2m× 長 さ21mで 、 亜 高 山

帯 上 部 の ダ ケ カ ンバ 伏 生 林(標 高 約980m、 頂 上

まで あ と1500mの 地 点)に 設 定 した(図 一1)。

ダケ カ ンバ は 、 高 さ が4～5m、 樹 冠 長 径 が3

～6mの 低 い樹 冠 をつ く り、 こ れ らが 連 続 して風

衝 林 冠 を形 成 し、 幹 が 地 面 を這 い 、1箇 所 に 数 本

つ つ の 株 立 ち状 に な っ て い た 。 幹 の 直 径 は 、地 面

か らの 斜 距 離 が1.3mで 、11～39cmで あ っ た 。

以 上 を、 図 一2に 示 す 。

この 伏 生 型 の ダ ケ カ ンバ を注 意 して 観 察 した ら、

伏 状 更 新 を して い て 、 距 離21m間 の ほ ぼ6株 が す

べ て繋 が っ て い た 。 つ ま り、 幹 の接 地 と不 定 根 の

発 生 、 大 枝 の幹 化 、 そ れ らの 接 地 、不 定 根 の発 生

一 一 伏 状 更 新 一 一 を繰 り返 した結 果 なの で あ る
。

斜 面 の 上 方 か ら下 方 へ 地 面 を這 う幹 は、 接 地 部

分 で 不 定 根 を出 し、 そ こか ら幹 が 太 くな って い た。

つ ま り、 新 しい 根 系 を も っ て 、斜 上 し、 新 しい 株

に独 立 した の で あ る。

以 上 を 、写 真 一1～3お よ び 図 一3～5に 示 す 。

幹 の 伏 生 お よ び接 地 は、 積 雪 の 移 動 圧(グ ラ イ

ド)お よ び沈 降 圧(?圧 縮 、 コ ン プ レ ッシ ョン)

に よ る幹 の根 元 曲が り に起 因す る 、 と推 測 され た 。

この ダケ カ ンバ の伏 状 更 新 は 、 高 山 帯 の ハ イマ

ッ と同 様 で あ っ て、 栄 養 繁 殖 の1手 段 で あ る が 、

亜 高 山 帯 の厳 しい環 境 下 に お い て 、 営 々 と継 続 し

て きた の で あ ろ う。 直:径30cmの 幹 が 樹 齢300年 く

らい で あ る と推 測 す る と、 こ の伏 条 更 新 の1集 団

(ク ロ ー ン)は 、1000年 以 上 の寿 命 を も つ 、 とい

え そ うで あ る 。

ち な み に 、 こ こで は 、 ダ ケ カ ンバ の 実 生 は 、 全

くみ ら れ な か っ た。 一 度 、 実 生 が定 着 す れ ば 、 地

表 変 動 で もな い 限 り、 そ の 場 所 に お い て は 、種 子

繁 殖 よ り も、 栄 養 繁 殖 が優 先 す る の で あ ろ う。
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写 真 一1お よ び図 一3ダ ケ カ ンバ の伏 条 更 新1

(1991.10.12撮 影:以 下 同 じ)

写 真 一3お よ び 図 一5ダ ケ カ ンバ の伏 条 更 新3

騰

写 真 一2お よ び 図 一4ダ ケ カ ンバ の伏 条 更 新2

これ は、 高 山帯 にお け る ア カエ ゾ マ ツの 伏 条 更

新(斎 藤 ・川 辺 、1990;斎 藤 ・川 辺 ほ か 、1990)

と同 じ く、 氷 河 期 に お け る ダ ケ カ ンバ の 栄 養 繁 殖

に よ る残 存 を推 測 させ る。 つ ま り、 花 粉(種 子 繁

殖)が な くて も、 そ の 種 が消 滅 した とは い え な い

し、個 体 な い し群 の 維 持 が 、 数100～ 数1,000年 間

(こ の 間 に は亜 間氷 期 も あ る)に わ た って 可 能 な

の で あ る 。 しか も、 ひ とた び 、 消 滅 す れ ば、 南 方

の母 樹 群 か ら そ の 地 へ 戻 る(再 移 住 す る)に は 、

移 住 の速 さ を考 慮 して も、 後 氷 期 の 僅 か10,000年

間 で は不 可 能 で あ る 。

混 交 樹 種 と して 、 ミネ カ エ デ 、 ナ ナ カマ ド、 チ

シ マ ザ ク ラ、 エ ゾ マ ツが み られ た が 、 い ず れ も低

い伏 生 型 を示 し、斜 距 離 が1.3mの 直 径 も1～7cm

で あ っ た 。 エ ゾ マ ツ を除 い て 、 これ ら の広 葉 樹 に

も伏 条 更 新 、 萌 芽 更 新 が み られ た 。

林 床 植 生 は、 落 葉 後 で あ っ た が 、 チ シ マ ザ サ が

主 体 で あ り、 高 さ40～80cm、 被 度3～4で 生 育 し

て い た。 そ の ほ か の植 物 と して 、 木 本 で は 、 オ オ

バ ス ノ キ 、 ツ ル ツ ゲ が 、 草 本 で は 、 ツ ル リ ン ドウ、

ゴ ヨ ウ イ チ ゴ、 イ ワ ノ ガ リ ヤ ス 、 シ ノ ブ カ グマ 、

ゼ ニ ゴ ケ類 、 ス ギ ゴ ケ類 、 な どが み られ た 。

エ ゾ マ ツ ・広 葉 樹 混 交 林 分
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亜 高 山 帯 の 上 部 と中 部 の境 界 あ た りで は、 ダケ

カ ンバ が 伏 生 か ら立 上 が り、 冷 温 帯 広 葉 樹 が1委性

なが ら出現 し、 エ ゾマ ツが 直 立 して 林 冠 か ら突 き

出 た樹 形 を と り始 め る(写 真 一4)。

帯 状 区No2を 、 幅3m× 長 さ22mで 、 亜 高 山帯

中 部 の エ ゾ マ ツ ・広 葉 樹 林 分(標 高 約710m、 頂

上 まで あ と2600mの 地 点)に 設 定 した(図 一1)。

エ ゾ マ ッ は、 高 さが11～12m、 胸 高 直 径 が30～

45cmあ り、 超 高 木 とな っ て い た が 、 樹 冠 は長 径 が

3～5mで 、 下 枝 が 残 り、 樹 冠 長 が9～10mあ っ

た。

広 葉 樹 で は、 冷 温 帯(中 山帯)樹 種 の ミズ ナ ラ 、

写真一4広 葉樹の林冠から抜 き出たエゾマツ

写 真 一5エ ゾマ ッ の倒 木 更 新

ナ ナ カマ ド、 ハ ウチ ワ カ エ デ が 小 高 木 の サ イ ズ で

生 育 し、 亜 寒 帯(亜 高 山帯)樹 種 の ダケ カ ンバ 、

オ ガ ラバ ナ、 ミ ネ カエ デ が 多 幹 ・伏 生 型 を示 し、

林 冠 高 は6～8mで あ っ た 。 も っ と も、 ダ ケ カ ン

バ の幹 曲 が りは 、 冠 雪 に よ る 倒 伏 と積 雪 の 沈 降圧

とに 由 来 す る の で あ ろ う。 また 、 オ ガ ラバ ナ の大

きな樹 冠 は、 雪 圧 と萌 芽 更 新 を予 想 させ た。

以 上 を、 図 一6お よ び表 一1に 示 す 。

林 床 植 生 は 、 チ シマ ザ サ が 主 体 で あ り、 高 さ50

～140cm 、 被 度2～4で 生 育 して い た。 そ の 他 の

植 物 と して 、 落 葉 後 で あ っ た が 、 木 本 で は、 エ ゾ

マ ツ 、 ト ドマ ツ 、 ミズ ナ ラ、 ナ ナ カ マ ド、 ヒ ロ ハ

ツ リバ ナ 、 オ オ バ ス ノ キ 、 ク ロ ウ ス ゴ 、 ウ コ ンウ

ッ ギ な どが 、 つ る性 木 本 で は 、 ツ ル ア ジ サ イが 、

草 本 で は、 オ クエ ゾサ イ シ ン、 エ ゾ ノ ヨ ッバ ム グ

ラ 、 ゴ ゼ ン タチ バ ナ 、 ツ ル リ ン ドウ 、 チ シマ アザ

ミ、 ゴ ンゲ ンス ゲ 、 イ ワ ノ ガ リヤ ス 、 ホ ソバ トウ

ゲ シ バ 、 マ ンネ ンス ギ、 シ ノ ブ カ グ マ 、 な どが み

ら れ た 。

1本 の 腐 朽 倒 木(エ ゾ マ ッ)の 上 に は 、 エ ゾ マ

ッ の倒 木 更 新 が み られ た。 更 新 木 は 、高 さが30～

60cmで あ りな が ら、 枝 張 りが い ち じ る し く広 く、

寸 詰 り型 で あ って 、樹 齢 が30年 以 上 とみ ら れ た(写

真 一5)。

そ の他 の 観 察

登 山 径 を 歩 い て い て 、 また 、 帯 状 区 調 査 を行 っ

た 際 に、 次 の よ う な観 察 を行 っ た。

1)風 衝 林 冠 の枝(な い し幹)の 伸 び

登 山 径 は 、尾 根 筋 に あ って 、 風 当 た りが 強 く、

ダケ カ ンバ さえ 伏 生 して生 育 して い た 。 こ こ で 、

刈 り込 ま れ た よ う な風 衝 樹 冠 の 枝 な い し主 軸 を採

取 して 、 芽 鱗 痕 お よ び枝 分 れ を キ イ と して 、 そ れ

らの 年 伸 長 量 を測 定 した 。

そ れ ら は 、 落 葉 広 葉 樹 で は、 高 木 の ダ ケ カ ンバ 、

小 高 木 の ミヤ マ ハ ン ノキ 、 ナ ナ カ マ ド、 低 木 の チ

シマ ザ ク ラ 、 ウ ラ ジ ロ ナ ナ カマ ド、 お よ び ミネ カ

エ デ の6種 で あ り、 常 緑 針 葉 樹 で は エ ゾマ ツ 、 イ

チ イ、 ハ イ マ ツの3種 で あ った 。

図 一7に 、 各樹 種 の 年 伸 長 量 を示 す 。 環 境 が 厳

しい の で 、 と き に芯 替 り し、 短 枝 化 して い る場 合

もあ った 。

そ して 、 各 樹 種 の 最 近5年 間 の 枝 な い し主 軸 の

伸 び を ま とめ る と、 表 一2の よ う に な った 。 広 葉

樹 で は 、 年 平 均 伸 長 量 が30～90cmで あ り、 そ れ ほ

一4一



表一1樹 高階別および胸高直径階別本数表(帯 状区No.2)

種 Species

樹 高(m)246810

～llll

Height4681012

計 胸径(cm)

TotalDbh

05

～ ～

510

1015202540言 十

～lll～

1520253045Total
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表一2各 樹種の最近5年 間の枝ない し主軸の伸長量
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ど大 き な違 い が な く、 風 衝 の 影 響 で 、 む しろ 、 樹

冠 層 の 高 木 や小 高 木 が 小 さめ で 、低 木 類 が 大 きめ

で あ っ た。

針 葉 樹 で は 、 エ ゾ マ ツ、 イ チ イ に比 較 して 、 ハ

イ マ ツが 大 きめ で あ っ た 。 前2種 が小 さ い の は 、

垂 直 的 な分 布 限 界 に位 置 す る か らか も しれ な い 。

2)エ ゾ シ カ の声 、 糞 、足 跡 、 食 痕

標 高800～1000mの 間 で 、 登 山 径 に 沿 っ て 、 エ

ゾ シ カの 足 跡 が み ら れ た 。新 しい樹 皮 食 い の痕 跡 、

糞 が 数 箇 所 に み られ 、 調 査 中 に鳴 き声(い わ ゆ る

鹿 の 遠 音)が 聞 こ え た 。

3)ホ シガ ラ ス

標 高700mよ り下 方 の エ ゾマ ッ林 に 、 ホ シ ガ ラ

ス が 見 ら れ た 。 上 部 の ハ イ マ ツ帯 、 ダ ケ カ ンバ帯

に着 生 した ハ イ マ ツの 球 果 を採 取 して 、 越 冬 場 所

で あ る こ の あ た り に、 種 子 を隠 匿 貯 蔵 して い る ら

しか っ た。 こ の あ た りの登 山 径 に は 、 点 々 と、球

果 の 食 痕(球 果 軸 、 種 鱗 片 、 種 皮)が み ら れ 、 と

きに 、 そ の束 生 した 実 生 が み ら れ た。

4)ハ イ マ ツの な り年 ・不 な り年

ダケ カ ンバ 帯 の 半 下 生 え の ハ イ マ ツ に も、 球 果

が 着 成 した跡(球 果 の 落 ち跡 、 写 真 一6)が み ら

れ 、 一 年 生 球 果 も稀 にみ られ た 。 こ の 落 ち跡 か ら、

過 去 の な り年 ・不 な り年 を推 測 した ら、1991、89、

87、85年 が な り年 で あ っ た。 こ こ10年 間 くら い で

は 、 ほ ぼ 隔 年 結 実 で あ る。

写 真 一6ハ イマ ッの 球 果 の 着 き跡

要 約

斜 里 岳 の北 斜 面 の亜 高 山 帯 上 部 と中 部 で森 林 植

生 を調 査 、観 察 して 、次 の 知 見 をえ た 。

1.ダ ケ カ ンバ は、 亜 高 山 帯 上 部 で は、 い ち じる

しい 伏 生 樹 形 を示 し、 しか も、伏 条 更 新 が観 察

され た。 ダ ケ カ ンバ が 栄 養 繁 殖 す る 事 実 の 発 見

は、 氷 河 期 の 花 粉 分 析(実 生 繁 殖)に よ る 森 林

分 布 説 に再 考 を促 す こ と に な ろ う。

2.エ ゾ マ ツ ・広 葉 樹 林 分 で は 、 エ ゾマ ツ が 超 高

木 と な り、 亜 高 山帯 と冷 温 帯 の広 葉 樹 が混 交 し

て 、 低 い林 冠 を形 成 して い た。

3.林 床 に は 、 チ シ マ ザ サ が 優 占 し、 オ オ バ ス ノ

キ も 出現 頻 度 が 高 か った 。

4.風 衝 林 冠 の 枝 や 主 軸 は、 年 伸 長 量 が30～90cm

で あ り、樹 種 の 差 とい う よ り も、 着 生 位 置 が伸

長 量 の 差 を決 め る よ うで あ っ た。

5.亜 高 山帯 上 部 に まで エ ゾ シ カ の生 息(移 動)

を亜 高 山帯 下 部 に ま で ホ シ ガ ラ ス の 生 息(越 冬)

を観 察 した 。

6.ハ イ マ ッ の 球 果 の な り年 は、 そ の つ き跡 の観

察 か ら1991年 か ら遡 り、 ほ ぼ隔 年 で あ っ た 。
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OntheforestvegetationofMt.Shari(3)

a」B6'πZα6γ 挽 α%πatandnaturally;ayeredandaPfo6α グ召20εγz8づ8andbroad-leavedtrees

mixedstandatthenorthernsubalpinezone.一

Shin-ichiroSAITolandlsaoMATsuDA2

1〒079-01Kita2,Minenobu-cho,Bibai,Hokkaido.

2〒099-41ShiretokoMuseum,Honcho41,Shari,Hokkaido.

Summary

TwotypesofforestvegetationwereinvestigatedatthesubalpinezoneofthenorthernslopeofMt.Shari

(Fig.1),onOctober12thofl991.

Theresultsstudiedaresummarizedasfollows:

1.B6伽Zα θγ襯 αηπforest,inBeltNo.1,about980翫hign,wasaprostratetype(Fig.2),andhavelivedina

naturallayering(Figs.3-5,Photos.1-3).ThesenaturallayeringoftheB6伽Zαatthesubalpinezone

suggeststheremainingofthespecies,negativeinpollenanalyses,intheGlacialPeriod.

2.InBeltNo.2,about710η τhigh,Pfoω ブα06π εfswereemergenttreesanddeciduousbroad-1eavedtrees

formedalowcanopy(Fig.6,Tablel,Photo.4).YoungP歪6θ αtreeswereobservedonadecayedtrunkof

theP乞66α(Photo.5).

3.Forestfloorsweremainlycoveredwith∫ αsα 彿々γπ6ηsfε.

4.Theannuallengthofbranchesatwindblowncanopieswere30to906襯(Fig.7,Table2).

5.Shika-deerswereobservedattheuppersubalpinezoneandNutcruckersatthelowersubalpinezone.

6.Theconebearingyearof/)加 πsヵ π〃τπαwasalternate:1991,89,87,85(Photo.6).
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